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※REACH規則：EUにおける化学物質の登録、評価、認可、および制限に関する規則
　東京事業所：シチズンホールディングス、シチズンビジネスエキスパート、シチズン時計、シチズン・システムズ、シチズン物流サービス
　所沢事業所：シチズンホールディングス、シチズンビジネスエキスパート、シチズン時計
　2009年3月31日現在

2004年7月20日策定
2007年4月  1日改訂

シチズンは
『市民に愛され市民に貢献する』

という理念に基づき、
人々が心豊かに安心して暮らせる
持続可能な市民社会に貢献します。

シチズンは“一番近くで”
地球と人にやさしい製品をお届けします。

シチズン環境長期計画2010

●環境経営の推進
1. グローバルな環境法規制および潮流への
    積極的対応
2. ステークホルダーとのコミュニケーション
    および経営への反映
3. 環境経営のグループ会社への展開

●環境配慮型製品の推進
1. 製品の環境負荷低減
　①企画・開発時での配慮
　・製品の小型化の促進
　・部品の共通化、素材の統一化の強化
　・長寿命製品の開発
　・LCAの活用
　②使用時での配慮
　・省エネルギー製品開発の促進
　・電池交換不要の製品開発の促進
　③廃棄時での配慮
　・再資源化の推進
　④包装での配慮
　・包装材料のリユースへの取り組み
　・包装材料のマテリアルリサイクルへの
      取り組み
　・包装材料の減量化
2. 製品の環境負荷情報の公表

●工場における環境配慮の推進
1. 資源の有効活用
・資源の効率活用
・ごみゼロの促進
・化学物質排出量の削減強化
2. CO2排出量の削減
・CO2排出量の削減（2000年度基準で－10％）
・エネルギーシステムの高効率化
3.グリーン調達の強化
・調達先、供給先と協力して製品に含まれる
   化学物質の管理体制の強化
4. 環境技術の推進
・グローバルな環境規制に対応する技術の推進

●エコライフスタイルの啓発・推進
（持続可能な社会への寄与）
1. 環境配慮型製品の普及・広報
2. 人材育成
・社員教育体制の整備
3. 地域社会とのコミュニケーション
・行政・地域社会とのコミュニケーションの推進

シチズン環境社会ビジョン（2025）

シチズングループの環境経営

環境社会ビジョンと環境
長期計画

　持続可能な社会のために、そして、
これからの地球環境のために、シチズ
ングループはどのような活動を行うべ
きか─その方向を定めたのが、シチズ
ン環境社会ビジョン（2025）です。
　シチズングループは、「市民に愛さ
れ市民に貢献する」を企業理念に、常
に人々の身近にあり、人々の役に立
ち、地球と人にやさしく、人間らしさを
尊ぶ製品の提供を、真摯に追求し続け
ています。環境保全への取り組みもま
た同様で、常に人々の豊かな未来を見
つめ、人々が心豊かに安心して暮らせ
る、持続可能な市民社会を築くために
成すべきことを、積極的に実践してい
きたいと考えています。

　シチズン環境社会ビジョン（2025）は、
地道で確実な取り組みの積み重ねの
上にこそ、実現できるものだと考えて
います。そのため、2010年度に到達
しておくべき姿を示したものが「シチ
ズン環境長期計画2010」です。「環
境経営の推進」「環境配慮型製品の推
進」「工場における環境配慮の推進」
「エコライフスタイルの啓発・推進」を
4つの柱に、着実に実践していきま
す。そして、シチズングループが生み
出す、すべての製品が環境配慮型製
品であること、すべての生産拠点で
CO2排出量を減らし、ごみゼロの実
現をめざすことで、循環型社会の一員
として社会的責任を果たしていきま
す。

2008年度環境目標・実績と2009年度環境目標

2008年度目標 2008年度実績 2009年度目標 参照

2. 環境にやさしい事業活動
　

2. 環境にやさしい事業活動
   

１．環境配慮型製品の充実 １．環境配慮型製品の充実

新規モデル環境配慮型製品率100％を維持

スーパー環境配慮型製品の開発

EuP指令への対応準備

ＲＥＡＣＨ規則に対応した製品含有化学物質の
管理システム構築

電子機器製品群で100％、
時計製品群で99％

新規モデル環境配慮型製品率 １００％ △
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スーパー環境配慮型製品の開発 企画・開発まで至らず

各社でグリーン調達の実施

REACH規則に対応した
管理システムの導入

電卓用プリンターのLCAデータの開示ＬＣＡの活用

グリーン調達の運用の充実

ＲＥＡＣＨ規則※に対応した製品含有化学物質の
管理システム構築準備

（東京）産業廃棄物の削減　維持管理 （東京）産業廃棄物の削減　維持管理

（所沢）産業廃棄物の削減　維持管理

（グループ）廃棄物量の削減
2008年度比▲1％（売上高原単位）

（グループ)再資源化率　99％

1999年度比
▲78％（123ｔ）

（所沢）産業廃棄物の削減　維持管理

（グループ)再資源化率　98％

(グループ)シアン化合物の代替化の推進 当該各社で推進中 (グループ)シアン化合物の代替化の推進

（グループ）廃棄物量の削減
2007年度比▲1％（売上高原単位）

3. 地球温暖化ガスの削減

４．廃棄物削減活動の推進

5．化学物質の削減 5．化学物質の削減

3. 地球温暖化ガスの削減

(東京)CO2排出量の削減
1999年度比▲44％（13,300 t-CO2）

(所沢)CO2排出量の削減
1999年度比▲14％（10,533 t-CO2）

（グループ）CO2排出量の削減
2007年度比▲1％（売上高原単位）

1999年度比
▲49％（12,064ｔ-CO2）

1999年度比
▲16％（10,195ｔ-CO2）

2007年度比
10％（売上高原単位）

(東京)CO2排出量の削減
1999年度比▲50％（11,900 t-CO2）

 (所沢)CO2排出量の削減
1999年度比▲17％（10,080 t-CO2）

（グループ）CO2排出量の削減
2008年度比▲1％（売上高原単位）

1999年度比
▲53％（80ｔ）

2007年度比
3％（売上高原単位）

98％

４．廃棄物削減活動の推進

環境とシチズン

各部門1テーマ以上実施（東京・所沢） （東京：25部門）84テーマ実施
（所沢：11部門）39テーマ実施

各部門１テーマ以上実施(東京･所沢)

　「市民に愛され市民に貢献する」を理念に掲げているシチズングループは当然の
ことながら地球と人にやさしい製品を提供することが第一の使命であり、それに加
えて人にそして地球にやさしい製造方法を実践する責務があると考えています。
　グループ共通の環境指針である「シチズン環境長期計画２０１０」で掲げた
１）環境経営の推進、２）環境配慮型製品の推進、３）工場における環境配慮の推進、
４）エコライフスタイルの啓発・推進のそれぞれについて、着実な前進を積み重ね
て「シチズン環境社会ビジョン（２０２５）」を実現させます。

 柿島　雄
シチズンホールディングス
取締役


